




ストレスのない人はいない。心の痛みを感じずに生きることは難しい。イヤなこと面倒なことを全部避けては通れ
ない。仮に避けられても、それではちゃんと生きていることにはならないから……。ともかく、地球の掟として、知恵
ある人間には辛いことがつきもの。「楽は苦のもと、苦は楽のもと」と言うように、人生は、喜びの分だけ悲しみも、
楽しい分だけ辛いこともあるのだと、まずそれを認めなければ。

北欧で生まれたヒュッゲも、1年の半分以上は暗く過酷な冬……誰でも気が滅入ってしまいそうな長すぎる季節
をどう乗り切るか、そのための苦肉の策、発想の転換から生まれたものだと言っていい。決して、あっけらかんとし
た楽天的習慣ではないのだ。でもだから、家具はぬくもりあるナチュラル素材を。食器は目にも鮮やかなビタミン
カラーを。そして生き方には、何気ない日常の出来事にも喜びを感じるヒュッゲの精神を。素晴らしい知恵である。

じゃあ、時々やってくる辛い気持ちからも、ヒュッゲは私たちを守ってくれるのだろうか? もちろん、誰かとのんびり
お茶を飲むだけで、自然に消えていく負の感情もあるはず。でも辛い時はむしろひとりでいたいと思ったりもする。
ヒュッゲを共に楽しむ相手が見つからないと言う時もあるのだろう。

だから考えた、“一人ヒュッゲ”。いやヒュッゲの基本形は、むしろ一人。花に水をやったり、お菓子を焼いたり、
絵を描いたり、アロマを炊いたり……もう無限に方法はあるはずで、その一つ一つに喜びを感じれば、どんな辛さ
もみるみる和らいでいく、それだけは間違いないのだ。

でももっと急を要する時、今すぐに気持ちを切り替えて前向きにならなければいけない時、そうしたヒュッゲでは
作用が穏やかすぎると思うこともあるのかもしれない。そんな時、言葉によるヒュッゲはどうだろう。　　　　　
　
私自身気持ちが落ち込んだ時、今すぐ前を向かなければいけない時、多くの場合、言葉に頼る。先人が残していっ
た、言霊がたっぷり入った名言の数々に。何らかの失敗をしたときには、例えばこんな言葉を引っ張り出すのだ。

「雲の上はいつも晴れ」(古いことわざ)。「虹が見たければ、多少の雨は我慢しなくちゃ」(ドリーバートン)。
「火はいくら下に向けても、炎はいつだって上へ燃え上がる」(チベット宗教)

奇しくもこれらは皆、自然の〈摂理に法則を借りた名言〉。だから極めて普遍的、とても大きな力で自分を救って
くれる気がするのだ。

そして一方、ちょっと心が折れそうになった時、自分は結果、不幸かもしれないと思う時、繰り返し繰り返し、心の中
で唱える言葉たちがある。それはやはり、幸せとは何かについての格言。
「幸せとは、幸せを問題にしない時を言う」(芥川龍之介) 「明日何をすべきかを知らない人間が不幸なのだ」
(ゴーリキー) そして、「人は、自分が幸福であることを知らないから、不幸なのである」(ドストエフスキー)

これらは自分にとっての一言ヒュッゲ。いつ引っ張り出しても穏やかに、自分を救ってくれるのだ。大丈夫、今の
ままでもと。



瞬時に肌がトーンアップ、
その鮮やかな手際に人気集中のマスク

何だかくすみがちな秋の肌。原因不明の赤みや肌の不
安定を伝えるカサつき、肌荒れやテカリなど、どう対処し
たらいいか、方法に困っている肌変化に見舞われたら思
い出してほしい。ともかく1回でも目に見える違いが現れ
るマヌカハニーマスクである。商品名もオーラ、文字通り
のオーラ肌に導いてくれる証でもあるのだろう。抗菌作
用でも知られるマヌカハニーを配合、瞬時に肌をトー
ンアップしてくれるその手際で絶大な人気を誇る。しっ
とりと肌に吸い付くリッチなクリームタイプ、マスクとして
はもちろん、染み込ませても、きっと好きになるはず。

肌がバームを恋しく嬉しく感じる時。
とっておきのバームが生まれた！

この時期、急にバームが恋しくなる。濃厚な膜で肌をじっくりとリ
ペアしてくれる安心感からだろう。そこで今、コアなファンを抱える
マルティナのバーム。ローズバルサムが既に人気だが、今回ここ
にリッチスキンバルサムが加わった。一言で言えば、肌荒れトラブ
ルにもしっかり対応する問題解決型。特に夏の疲れによる不安定
さやカラカラの乾燥から、ひと塗りで解放してくれる速攻的な働き
かけが自慢だ。ゴワゴワの肌が1回で柔らかくなる、マスクのよう
な濃厚な保湿膜。メリッサのすっきりとした香りが、溜まった疲れ
を癒してくれそう。

肌色の夏バテに、発光トーンアップ効果
つるんと艶肌への導入美容液！

夏の疲れは、主に肌色に現れる。どんよりした肌色の濁りは、
やはり夏バテと紫外線がもたらすもの。だから秋の始まりは
1年中でいちばん肌のトーンが暗く、輝きが見えないと言わ
れるほどなのだ。そこで“肌色の夏バテ”とも言うべきトーン
ダウンに届けたいのが、人気のファミュの美容液。安定化し
たビタミンＣ誘導体と3 つのツヤ成分※1を配合。内側から
輝くような、光に満ちた明るい印象をもたらすばかりか、毛
穴を引き締めキメを整えてくれる。それも古い角質をやさし
くオフ、化粧品の浸透※2を高める導入ケアの働きも兼ねて
いるから、とても頼もしい一品だ。
※1サンフラワー油、ビザボロール、トコフェロール　※2角質層まで

秋の日の2週間、丁寧に肌を労わる
フレッシュビタミンCの恵み

今や美白は“春先から始めるもの”。でも以前は秋
になって気候も落ち着いてきてからゆったりと紫外
線のアフターケアをするのが普通だった。秋が、
肌のお手入れにも1番最適だと言われるのも、天
候が安定しているからなのだ。この機を逃さず、ト
リロジーで２週間集中ケア美容液。使う直前にビ
タミンCパウダーを調合、オーガニックの代表的な
ブランドがCの力を最大限に引き出して届けるテク
ノロジーを備えて登場したのは、とても歴史的なこ
と。ヒアルロン酸とローズヒップオイルも同時に届
いて、くたくたの肌もぴんとする。肌の明るさにハ
ッとするかもしれない。

希少価値のブラックマカで、
広い意味のエイジングケア
×心身へのパワーアップを！

秋ヒュッゲには、夏の疲れを癒すだけで
なく、過酷な冬へのエネルギーを蓄える
という意味合いもある気がする。だから
ブラックマカ。マカ全体の数%というほ
どの希少価値。アンデスの標高4,000m
以上の高地で、20℃からマイナス15℃
という温度差ゆえに雑草や虫も生息で
きない地に生息している。まるで士気を
高めるように、気持ちを前に向かせるア
プローチから、戦争中、兵士を勝利に導
くなど数々の伝説を生んだほど。ブラ
ックマカの黒色はグルコシノレートやア
ルギニンがとりわけ豊富である証。広い
意味でのエイジングケアと心身のパワ
ーアップの掛け算ケア！
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ローズガリカ※1 、アボカドオイル※2  、シアバター※3  など、ベルベットのような肌に導
く成分を配合。乾いたボディを潤いで満たし、しっとり触れたくなるコンディションに。
ローズの香りにうっとりしながらマッサージも。
※1 ガリカバラ花エキス　※2 アボカド油　※3 シア脂（※1、※2、※3すべて保湿・整肌成分）



早坂香須子さん×shucoさん ボヌール対談
メイクアップアーティスト ヘアスタイリスト

shuco
ヘアスタイリスト

　　ダイアンボヌール オーガニックは、使用感にも徹底的にこだわっ
てつくられたヘアケア製品です。お二人が実際に使ってみて、気に入っ
たところはありますか？｠

早坂：まずオーガニック認証取得していることに驚きました。それで、
とりあえず使ってみたら…。良い香りにびっくり！オーガニックエッセン
シャルオイルを世界中から集めて、調香師のケビン・シュロフさんが生
み出した香りが素敵なの。「ローズ＆ネロリ」は女性的な感じかなあ、
と思ったら、ローズもネロリも甘ったるくない。すっきり感があって、男性
も好きなはず。｠

shuco：そうそう。男性も女性も、年配の方も子供も。老若男女問わず、
気に入られそうですよね。本当にいい香り。嫌味がなくて、香水とのレイ
ヤーもできそう。｠

早坂：もうひとつの「ベルガモット＆セージ」はフローラルで爽快さが
いい。ベルガモットはアールグレイの香りづけにも使われる、柑橘類か
ら取れる香り。そこにハーブのセージが加わって、私の中では、浄化系
のイメージ（笑）。ぐったりと疲れた日やたくさんの人と会った日に使い
たいな。ほら、髪の毛っていろいろ溜め込む印象があるでしょう？｠

shuco：ああ、わかります。髪には念が溜まりやすい感じがある。浄化さ
れる感じのある「ベルガモット＆セージ」はすっきりした気分になりたい
時にいいかも。高い保湿力があって、水分補給対策の成分も入っている
から、ダメージがあったり、広がりやすい髪質の人に向いている気がします。｠

早坂：香りと同じくらい気に入ったのが、泡立ちの良さ。ほら、映画に
あるようなたっぷりの泡を頭につけてお風呂に入るシーンができそうな
ほど、しなやかでもちっとした泡ができるの。もう、そのまま体を洗いた
いくらい（笑）。しかも、もち泡なのに、泡切れもいい。 トリートメントに
きしみがなくて、髪に馴染んでいく感覚も好きだな。私は毛量が多いし、
ブリーチもしてるから、髪の広がりが気になるんです。だから、しっとり
してくれて嬉しい。オイルもまとまりがよくて、ベタベタしない。 もう、使
用感に惚れた！って感じ。普段はライン使いしないタイプだけど、ダイ
アンボヌール オーガニックをライン使いしたときになりたい髪になれるっ

て実感できたんです。皆さんにも試してほしいな。

　　「ダメージ＆リペア ローズ &ネロリの香り」と「モイスト& スムース 
ベルガモット&セージの香り」と2シリーズありますが、どのように使い
分けるのがおすすめでしょうか？｠

早坂：髪質には個人差もあるので一概には言えないのですが、ダメー
ジを受けていたり、髪に癖がある人やうねりやすい人は「ダメージ＆リ
ペア」。癖が弱い人はモイスト & スムース」がいいかなあ。少量タイプ
もあるので、両方試してみるのもいいかもしれません。 小さいサイズを
旅にもっていってます。安眠のためのグッズになるかも。shucoさんは
毛髪診断士なんですよね？ヘアケアのコツって何かある？｠

shuco：一つ言えるのは、絶対に髪が濡れたままで置いておかないこと。
髪の根元まで水が浸透すると膨張して、くせも出やすくなるんです。ま
ずドライヤーで乾かして、髪の中から水分を抜いてあげましょう。半乾
きの状態でこのオイルを中間から毛先につけて手ぐしでなじませて。そ
の後、コームで軽く梳かして、しっかり乾かします。 もし、潤いが足りな
いな、と思ったら乾いた状態でオイルをつけてもOK。このオイルは重く
ないので、翌朝のスタイリングに使ってもいいかもしれません。｠

　　 今、オイルの話が出ましたが、おすすめのオイルの使い方を教え
てください。｠

早坂：私はよく旅に出るので、必ずダイアンボヌール オーガニックのオ
イルを 1 本スーツケースに入れています。ボディによく使うかな。お風
呂から上がって水滴がついている状態で肌になじませます。そうすると
乳化して皮膜になるでしょう？オイルをたっぷり使うと、より水分が入る
気がします。ひじや膝、かかとはダブルづけしちゃう。｠

shuco：オイルで頭皮パックもおすすめなんですよ。頭皮って意外と
乾燥しがち。頭皮にも髪にもなじませてからホットタオルを巻いて、15 分
ほど置き、染み込ませます。その後、シャンプーをして。頭皮の保湿に
なるし、季節の変わり目にフケが気になる人はぜひ試してみてほしいです。

お得なお試しオイル＆ボヌールオーガニック
コットンバック付きセットを販売！

元看護師 という医学的知識と観点から、インナ ービューティ、
オーガニックプロダクトコンサルタントなど多岐にわたり活躍。
アロマやフィトテラピーにも精通し、その豊富な知識を活かした
美容メソッドを提案している。著書に「YOU ARE SO BEAUTIFUL」
（カエルム）、「100％ BEAUTY NOTE 早坂香須子の美容 A to Z」
（KADOKAWA）がある。NEROLILA Botanica ブランドディレク
ターを務める。「W」所属　www.wtokyo.co.jp

国内外のファッション誌や広告、CM等、幅広い分野で活躍。
毛髪診断士の資格を持ち、薄毛などの髪悩みに対する改善策
や身体の内側からキレイになるアプローチを、インスタグラム
を中心に発信中。





花のスクラブで
なめらかな澄んだ肌へ※1
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パルコ月オープン予定


